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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「分解性架橋天然ゴム研究開発」グループ（京都大学） 

① 研究開発代表者：土屋 康佑 （京都大学大学院工学研究科、特定准教授） 

② 研究項目 

・架橋剤の分子設計・合成 

・架橋天然ゴムの分解性評価 

・架橋天然ゴムの物性評価 

③ 研究開発参画機関 

・JASRI（SPring-8） 

・株式会社ブリヂストン 

  

 

§２．研究開発成果の概要  

  

 今年度は、天然ゴムを架橋することができる分解性ポリペプチド架橋剤の合成と、これを用いたモ

デル高分子であるポリブタジエンの架橋反応の検討を行った。架橋には従来行われている天然ゴ

ムの加硫工程と類似の反応機構で進行することが予想されるチオール基を反応部位として持つシ

ステインを導入したポリペプチドを設計・合成した。モデル架橋剤としてポリシステインを合成した。

また、分解性ユニットとして、活性酸素種（ROS）で分解されることが報告されているオリゴプロリンを

含む GPPG および GPPPG 配列を持つモノマーを合成し、システインと共重合することで分解性

ポリペプチド架橋剤を合成した。ポリシステインをポリペプチド架橋剤として用いて、ポリブタジエン

をラジカル発生剤の存在下加熱することで、架橋ポリブタジエンを合成した。適切な条件下におい

て作製した架橋ポリブタジエンの動的粘弾性を評価した結果、未架橋のポリブタジエンでは観測さ

れていた低周波領域の緩和が消失しており、架橋反応により網目構造が構築されていることを示

唆する結果を得た。ポリシステインと同様の架橋反応条件を用いて、分解性ユニットを有するポリペ

プチド架橋剤を用いた系においても同様にしてポリブタジエンの架橋を行うことができた。以上より、

ポリペプチド架橋剤による天然ゴムの架橋反応を効果的に進行させることが可能なポリペプチドの

配列と反応条件を確立することができた。 

 また、SPring-8 における放射光を用いた X 線散乱を用いた架橋天然ゴム材料の構造解析を行

う手法として、リング状の架橋ゴムサンプルの引張強度測定と X 線散乱を同時に測定する実験系

を確立した。 

 

【代表的な原著論文情報】 

 

 

 

 

 

 


